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はじめに 

量子カスケードレーザ(QCL)は赤外域の小型光源として、様々な応用への適用が期待されて

いる[1,2]。量産性やモード制御性に優れる面発光型 QCLの実現が望まれているが[3]、QCLの

発光は TM偏光しているため、一般的なVCSEL構造では面発光を実現することが困難である。

本研究では面発光型 QCLの光取り出し構造を検討するため、図 1に示すような評価構造を試

作し、レーザ光の面方向射出を確認した。モード特性を調べるために、遠視野(FFP)・近視野

像(NFP)の評価を行った。 

素子構造・結果 

InP 基板上に QCL 構造を結晶成長し、ドライエッチング手法を用いてリッジ導波路を有す

る評価用の素子構造を形成した。リッジ導波路の先端にフォトニッククリスタル(PC)を有する

面方向光取り出し構造が形成されており、リッジ導波路構造とモノリシックに接続されてい

る。リッジ導波路部分で発振したレーザ光を光取り出し構造から面方向に取り出すことを狙

いとしている。図 2に示すような電流光特性を示す面方向への光取り出しが確認できた。FFP・

NFP の評価結果よりモード特性について報告する。 

謝辞 

本研究は、防衛装備庁安全保障技術研究推進制度の支援を受けて実施した。 

      

図 1. 試作した評価用構造 断面模式図    図 2. 面方向の ILV 特性 
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